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(S)今年度の取組
本研究では作業学習モデルプランの充実、即ち校内資源に留まらず、社会との相互作用の中で
実践的な作業経験を積むための作業学習の在り方について、実践を通して検討を行ってきた。
その中でキャリア発達支援を日ごろの学習活動の中にどう具現化するのか、そして実践的試み
を通して生徒のキャリア発達の変化とそこでの教師の役割について考察した。
参考文献
(1)国立特別支援教育総合研究所（2010）「知的障害教育におけるキャリア教育の在り方に関する
研究」P24
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（5）学習活動の様子
①対象生徒A男（高等部2年）
②A男の実態
得意なこと
苦手なこと
仕事への取組み
その他
A男の実態
レジ打ち、おつりのやりとり、機械の操作
場に適した言葉を遣う、失礼な言葉を避ける、文字の読み書き
パッケージ班(カフェ)は2年目、リーダーを務めていてとても意欲的
｢素人とは一緒にしたくない｣とA男と同じような仕事ができない後任スタッフを責めてしまう
後任スタッフに教えたり、説明したりするときにきつい言葉になることがある
余裕がない時など感情のコントロールがうまくいかず､他のスタッフに当たってしまうことがある
自分がカフェ担当を外れたら、店が破綻するのではないかと心配している
③A男の単元の目標
。－周年感謝祭に取り組むにあたり、リーダー的役割を担う【思考・半|｣断・表現】
・他のスタッフと協力し、限定商品を販売する【知識・理解】
④A男の学習活動の様子
ア学習活動の概要
．－周年感謝祭の実施に伴い普段以上の集客を期待でき、活動量を確保できる。
・カフェの営業日を拡大できる。
これら10月に設定できる環境を生かし、OJTを取り入れ、集中してトレーニングを実施した。
|OJT※について’
・実施期間：最終週（10月26日（月）～29日（木）の4日間）
・担当者:A男（事例生徒)、対象者:B子（所属一年目）
※OJT(OntheJobTraining:職場内教育):上司（先輩）が部下（後輩）に、11常業務のな
かで、仕事を通し
て、意図的・計画
的に働きかけて
いく指導・教育。
イ．実践の目的
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○ o陰-－2
図Ⅱ－3－1トレーニングにより目指す循環
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男にとって目に見えにくい自分でなく、目に見えるB子を評価するということとなり、分かりや
すく、回答しやすかったようである。A男が自分の苦手さを自覚する中、素直に振り返って表現
することができ、トレーニング担当者としての自尊心を保つことにもつながったと考えられる。
OJT終了後、B子以外の後任生徒にも「モップかけたら？」「～の面倒見る？」など、先任リ
ーダーとして積極的に取り組む発言がみられており、A男の「自分が他のスタッフを助け、育て
る立場である」という自己認識の変化が行動の変化を生んだ結果であると考えられる。A男の変
容はさらに他のスタッフの変容につながり、さらに好循環につながっていくことが予想される。
ウ．課題
（ア）評価項目の妥当性について
当初、「回答そのもの」による評価でなく、「回答すること」によりA男の行動の変化を目指し
ていた。そのため項目や内容の妥当性についての検証までには至っていないにもかかわらず、回
答内容を評価材料の一つと捉え、結果的に評価に利用せざるを得なかった。生徒の回答から評価
をする場合、項目や内容、記述のタイミングなど、さらに精査を重ねる必要があると考える。
A男のトレーニングはB子の思いや行動に影響を与えることができた。また、それが、A男の
内面に変化をもたらし、さらに行動の改善につなげることができたと考えられる。しかし、トレ
ーニングの中で行われた「A男のどのような働きかけや発言が、どのようにB子に影響を与えた
か」といった点について具体性が低く、評価、分析するには不十分であったと考えられる。〈様式
2〉の利用の仕方や内容を再考し、教師の働きかけや支援に伴う生徒の行動、そして内面の推察
について、継続的に記録していく必要性を感じている。
（イ）最後に
自動販売機ではなく「人の手のかかったものがほしい」という医学図書館の思いから、platanus
caf6は始まった。スタッフとして未熟な点があったとして、万が一ご迷惑をおかけすることがあ
ったとして、スタッフー同心よりお詫び申し上げ、その気持ちを伝えられるような接客であって
ほしい。「人の手をかけて」おもてなしすることに誇りを持ち、お客様はもちろんのこと、仲間で
あるスタッフを大切にし、「人」や「人とのかかわり」から成長できる人であってほしい。それが
platanuscafもならではの学びであると考えている。生徒が自ら学ぼうとする姿を引き出し、学ぶ
機会を十分提供できるような支援や場面づくりを目指したい。
－70－











4．まとめ
今年度は、学校研究全体の目的を受けて高等部では作業学習モデルプランの充実、即ち校内資
源に留まらず、社会との相互作用の中で実践的な作業経験を積むための作業学習の在り方につい
て、実践を通して検討を行ってきた。その中でキャリア発達支援を日ごろの学習活動の中にどう
具現化するのか、そして実践的試みを通して生徒のキャリア発達の変化とそこでの教師の役割に
ついて考察した。
（1）めざす姿に迫れていたか
①めざす姿に迫れていたか
この2つの実践で対象とした生徒はいずれもその言動や作業中の様子から作業への向き合い方
が良い意味で変わり「仕事に取り組むこと自体にやりがいを感じる」「まわりの状況に応じて、
臨機応変に対応する」「共に働く生徒や社会人から学ぶ」という生徒の姿に迫ることができたと
考えている。
実践’はリーダー的役割の育成を目標とした取組であった。そのための支援としてOJTの活用
を試みた。その中でA男が自分の行動を振り返ると共に相手からの感想や評価を聞く機会を設定
した。
A男が後輩の生徒に仕事内容を教えていく過程の中で、当初は「素人とは一緒に仕事はしたく
ない」という発言が見られたが、取組を進めていくと後輩を「なかま」として認める発言や「レ
シートはご利用ですか？って言ったほうがいいよ。」などの後輩を育てる発言が見られるように
なりリーダー的役割の自覚がでてきた。
実践Ⅱでは昨年度の課題を踏まえて、生徒に「仕事に対する意識、前向きな気持ち、卒業後の
生活のイメージ、働く気持ち」などの仕事をする時のベースになる気持ちを身に着けることを目
標とした取組であった。そのためには「今、何が必要で何が足りないのかを生徒自身が考えて気
づくこと」が必要であると考えた。「生徒自身が考えて気づく」ための支援として「社会人との
協働作業」「ミーティング」「窓拭きの自己アセスメント」を取り入れた。
c男はミーティングにより自分はどうしたいか、どんな生活をしたいのかを具体的にイメージ
する機会をもつことができた。それが作業学習に取り組む姿勢や自分の課題を考えるきっかけと
なった。作業月間の設定により、集中的に繰り返し作業を行うことで経験値が上がり自信をもっ
て行えるようになり「自分もやればできる」という発言も見られた。
実践I、Ⅱの指導経過からは本人と関わる他者や活動（教師、社会人、生徒、販売での客、ミー
ティング、自己アセスメント）との相互作用が知識の修正に大きな役割を果たし、結果、行動や
発言の変容につながった｡加えてA男とC男共にこの一連の実践の中で自分に何ができて何がで
きないのか、自分は今何をしたいのか等、自分自身に対する知識自体（自己認識）を変えてい
き、それが新たな自己効力感を生み出すという良循環につながったことが考えられた（'）。
②今回の実践で取り入れた生徒のキャリア発達を促すための教師の支援
○教師の役割一知識の提供と問いかけ（2）
キャリア発達のための知識を提供することや問いかけをすることで生徒が自己認識の拡大や更
新を積み重ねていくことができる。それが物事への向き合い方に変化をもたらしていくと期待で
－82－
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きる。今回の実践ではテーマを持った定期的なミーティングが生徒のキャリア発達に威力を発揮
した。
○自己アセスメント
自分自身を振り返ることの大切さは本校の先行研究（3）でも報告している。生徒にとっては
取り組んだ課題の達成状況を振り返る中で知識や自己認識を拡大・更新する機会となる。それが
次の目標へとつながっていく。教師や友だちの他者評価（他者により気づかされること）と共に
（自らが気づいていくという）自己評価の視点も大切にしたい。実践I、Ⅱ共に自己アセスメン
トが目標に迫るための手段として機能した。渡辺ら（4）は「将来自立的に生きるための力として、
もっとも基礎的で誰にでも求められる力は、各個人が自分自身と向かい合って自分に問いかけ、
自分に答える力である。」と述べている。今回の実践I、Ⅱの中でも自分自身と向かい合って自
分に問いかけ、自分に答える力が育ってきていると思われる。
､
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（2）活動を継続していく上で必要なこと
生徒に将来の目標を持って働く力を養い、キャリア発達を更に促すためには校内資源にとどま
らず、「社会との相互作用の中で生きる」（4）機会の提供やその中での実践的な作業経験を積む
ことが必要ではないかと考える。これを受けて昨年度から作業学習モデルプランの開発・充実を
研究内容として取り上げてきている。
社会との相互作用の中で実践的な作業経験を積むための作業学習を継続していく上で必要なこ
とについて以下に考察する。
・地域資源の活用の意識を持ち続ける
作業学習を実施する上で校内資源に留まらず地域資源の活用や連携の意識を常に持ち続けるこ
とが必要である。意識しているからこそ、タイミングを見逃さないことにつながる。
現在、高等部が行っている地域との連携活動は社会人との協働作業、金沢大学医学図書館のカ
フェの運営、附属幼稚園での窓掃除、学校近辺や地域の銀行への花苗プランターの提供、業者か
らの委託作業である。この連携を大切にすると共に新規の連携活動にも目を向けていきたい。
・双方の利益を考慮する
尾崎・菊地ら（2013）（5）は学校と地域がWin-Winの関係構築を進めることにより、学校と
地域等、双方の学びやキャリア発達につながる、と述べている。
今回の本校の実践Iにおいては本校生徒と大学医学図書館の双方が、そして実践Ⅱにおいては
本校生徒と障害のある社会人の双方にとって成果が得られた。
・自己有用感の高まりと外部評価（6）に着目する
森脇は、白河総合支援学校での地域高齢者へのサービスという活動において高齢者からのねぎ
らいや感謝のことばをかけてもらうことが生徒にとっての自己有用感や自己肯定感につながる、
と述べている。更に、感謝などの言葉かけを得られる状況をどうつくるか、場をどのようにデザ
インするか、ということが大事なキャリアの視点、仕掛けである、と述べている。
外部評価が自己有用感の高まりに及ぼす効果を念頭に置きつつ実践の場を設定していくことが
大切なことがわかる。
〜
?
以上のような事柄を念頭に置きつつ実践を積み重ねていくことが「地域に必要とされる学校」
として認められていくことにつながると考える。
－83－
今年度は昨年度の課題を踏まえてその課題を克服することを念頭において実践を行ってきた。
その結果、一定の成果を得られたと考えている。今年度の成果を活かして今後も実践を積み重ね
ていきたい。
引用文献
(1)平成21年度本校研究紀要
(2)吉川一義（2010）「特別支援教育におけるICF活用に向けた検討の視座」
2010.6.26教育実践シンポジウム資料
(3)平成24年度本校研究紀要
(4)渡辺三枝子鹿嶋研之助若松養亮（2010）「学校教育とキャリア教育の創造」学文社
(5)尾崎祐三・菊地一文監修全国特別支援学校知的障害教育校長会編著(2013）
「知的障害特別支援学校のキャリア教育の手引き」ジアース教育新社
(6)森脇勤（2012）日本特殊教育学会第50回大会 自主シンポジウム 話題提供
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